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天文同好會
○藤村天文毫去る四月二＋五日、大阪
放迭局の襖上で、藤村天文蔓の建築委員會の
第一回が開かれ、山本、藤村、吉岡s百濟。
宮森の五氏が皆顔な揃へt：。相談t瀬調に瀧
みつsあるo
O倉敷天文豊去る四月中旬、英國ベー
カー杜へ注丈朕ビ共に止金しすこ。器械匡三ケ
月乃至四ケ月後にば榊戸ぺ着くだらう。省、
建築委員の原、水野爾氏に目下建築敷地の撰
定について平等中。近く、義母案奄持って上
洛ぜられる筈。
O山本幹事　既報の如く、來ろ七月一日
より約三週間、満洲支部の斡旋書南満鐵道の
招待により渡瀧、「天膿宇宙亡母の構造」の題
で、大連、奉天、撫順、長春、安東の各地に
出張講演ぜられる筈。爾其の以前、山口縣で
天文講習會に臨まれる操定であろQ又、八月・
上旬にに、昨年ε同じく、京都帝國大學の夏
期講演會に、「恒星界の天文學」S題して一週
聞蓮績の講演奄ぜられろ豫定であるo
O上国理學士本尊上田幹馴i今夏八月
上旬、京都帝國大學夏期講演會の臣瀞芽講演亡
し♂（「時計の言舌」な言蒜ぜられろ筈o
O年鑑議刊の計蓋　來年1927年度から
に本會の新芋業εして天文年鑑］なるものが
毎年獲刊されるこ書に田々議がまtまつ7こ。
事業は生ごして本會襯測部豫報課に於いて行
ふ筈で、生任［t上田鈴事が當られる。第一雀
tt多分本年十一月に早行されるこssなるだ
らう。　詳畜田1工芸幸艮するo
O會費割引の件　去ろ四月＋…日、岡
山に於ける本歩軍會に於いて協議の結果、會．
員が若し一年分の會費た前納される時団年挿
金6圓准・特に金5圓に割引すろこεsなつ7；o
（本誌前號第270頁の改正規則峯照）會員諸氏
1工隣れ為御含みの上、成ろべく此の特典な利
用して、一年分前納して下さいo
O太陽灘測の盛況　本會尉こちの太陽
黒黙観測の今までの状況ば本誌第53號所載の
通りであるが、あの號の㍊事に刺戟されて、
全國各地に新しい観測者が且々ご現1弍れて來
すご。これ／t學界のすこめ、叉、本會のナこめ盆受
喜こぶべきこぜである。何れ近い内に漉等の
人々の努力た誌上に公表する。一之れに智
って、本會親測部の他の諸課も奮糞が蒙まし．
　　　　々報
いQ現今、不臨の努力鳶績けてるるのば毎月
の日報課ご太陽無言であろ。流星課も、黄道
光課も、多少活動してゐ多が、彗星課亡攣光
星課ぜば比較的にに盛んでないo
O東京支部第二回報告
　　　　　　　　　　會員　淺野　俊雄
　我が東京支部は三月下旬、本部の山本教授
　上田助士授申村要三氏の御上京た機定し五
　藤支部幹；事の熱心なる卉走により、次の通
　り種々有盆なる催ななぜり。
山本激授のラ罪オ面面
　下記支部の諸催の外山本教ee［t東京放二丁
　よの、三月二十三日蒲魚「太陽の近朕」二十
　四日夜ば「春の星座」なる科學講話か放途ぜ
　られ、天丈知識の曹及S同好會の二二な計
　らる、第一口に亭易明解に太陽の近朕な説
　かれ、第二Hは地上S等しく青春の二丁に
　潤へるが如き春の夜の星座の詩情な傳へら
　れ一・般聴取者に多大の感銘な與へられ7こ0
1、蓮俗講演會
　三月二十七日午後六畔より丸ノ内商工下働
　館大ホーツに於て開催す。
　山本博士の「藝衛定しての天文學」なる講演
　あり、講演中山本博士撮影の及びヤーキス、
　ウわレソン山並天丈蔓撮影の、珍奇なる天
　戦費眞幻燈数十枚た映爲して直な添へ、先
　生の魅惑的な説明ミ相器って、二三に大な
　るセンセイVヨンな與へすご、九四ポ1な終了雛
　衆約三百海賦演實に三噂r劉≧の長きに亘り
　しも、途中の退席者極めて少籔にて皆最後
　まで訴薦熱心に聡註し71のば、一般瓦」衆か
　虚無しナこる蝿種諾演’會ミしてば稀なる成功
　であっ六。
　それより函館屋上に80粍天艦虚言鏡二豪か
設へ肚面心な観望に供す、醗賭二等
　：五十名書汽も興のi麓くるな知らす、十二晒
　に及んで漸く散含し7こ。
2b第一回講習會
　本匠員の天文學基礎知識涌養の爲下記の科
　目に就いて第一三二脅含な開く、滲二者毎
　素振二十名含場は日本二野工緊結試、毎夜
　七畦より十時過まで。
　A、共礎ヲξ曳學　　　　　山本理錦1’醇士
　　　三月二十二日、二十三覇、二十五日ヤ
　　　ニ十六Hの（四日間）
　　　　　　　講脅科目
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　　　イ、天　球一星座、経緯度、諸蓮行、
　　　　　　　　　暦。
　　　ロ、太陽系一軌道、太陽、遊星、彗星
　　　　　　　　　流星、其他　　　　　　1
　　　2㍉恒星，界一光度、分光型、数～ヨ分布
　　　　　　　　　銀河、蓮動、二重星、攣
　　　　　　　　　光星、星雲、星團
　　本細・阯記黙劇塾し第靴穿欝酬
　　基本科目ななぜり・その讃：かろs所天丈學I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I全般に亘り純益術的にして嚇』秘得・．幻燈ヨ
　　た貼用して疸日熱心に之か講ぜられナこるitE
　　感謝に堪へざろ所であって、吾等の啓酸ぜ
　　られ謬る所も最も大であっずこ。
　　B、時計の謡（三月二＋三口）　　　1
　　　　　　　　　　　　　上田理詰士　　i
　　先づ時計の原理より進んで今般東京天丈1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憂に設けられナころ・シンクロノーム電氣暗1
天膿塞遽鏡の製造に穿て詳細に論ぜらろ、
其製作者亡しての忌撮なき論評ば吾人の望
遠鏡に封ずる謬見存多々破．・所あり・大に
喜びiirする所であっ710（術本科目に三十日
差實験奄附随科目書す）
E、レンズに養する諮鍾の實験（三月三十
　　日）　　　　　　　　砂山種油士
實験の種類
　イ、偏光器＝依ル鳴子ノ定且試験
　ロ、「アダム、ヒ濯ガー」干渉計二依ル勤
　　　物鏡ノ定性試験
　へ「ハァレトマン」検査器二依1レi封物鏡ノ
　　　定量試験
　二、光度計＝依ル硝子ノ吸二二測定
　　　定
　へ、「ニュートン」環二俵ル平面球面ノ定
　　　性試査及甥物鏡凸凹問ノ闘隔検査
　下、「コ1）メー一　Pt・一」二依ル封物鏡ノ離1己・
　　　槍査其他
　上記の内「アダムヒルカ㌧」干渉計「ハ；v
トマソ」検査器に日本唯一・のもの［こして、
是等大装置に依る貴重なろ賃験奄、講習科
自に加へ鰯こE（t。吾東京支部のWo　v）よく
なし得ろ所ミし．て深く欣びミするS共に、
特・に砂山理學＝ヒの御厚意定五藤支部幹事の
努力な感謝すろ所である○
　實験後二十吋反射鏡の研磨混同二十吋試
験用準面板及び二十吋赤道儀な見學しs一
辺間に亘ろ講習創工愛に無事終了た告げ7こ
爾本日匡東京天丈蔓の早乙女博士の御來會
ありて揖尾の猛射に錦上花為添へ字二〇
顯識手解曙幾等蒲轡型3’翠黛編目蕪喬畠条博士中村要
れれるit誠に得難い講演であっナこ。　　　　　域た主賓’Sして懇談回廊開く、滲集老十六
C、反射鏡の製造とテスト（三月二十四日）i　名先づ屋上にて太陽観測奄行ひ山本†専士の
　　　　　　　　　　　　中村　要氏　　　　黒黒占に就ての1封戸あり、午後三時茶話會に．
　現在国本の反射鏡研究一＃’L？して第一人老　　移り各人各種の感想を語り合ひ支部今後の
ずこる中村氏が、三時間9k［：亘り反射鏡の糞　　活動獲展を計る溜め、下記四民た新に支部
達史原理等より製作法及びrラ’スト」［こ至る　幹．．i・：［：’hgふる事に協議決定し何れも就任の
迄よくその秘註すろ急な開陳ぜられナころば　　承諾な得て同仁畔股會ぜり。
吾人に取って聞洩し得ない興味めるもので　　　　田村幸で鄭氏　　松村暗衣氏
あっ7こ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　土居客郎氏　　　淺野俊雄氏
D、瀟鍾i餅の製遙に就て（三月二1一九　f凸副本博劃一日午後却芋出京獲にて蹄
　　日）　　　　　　　　　　　　　　　洛の途に就かれ、途中横濱に一泊、同支部
　日本光學工業會甦技師　砂山理窟士　　　　の爲講演ぜられナこり。
實地光學界のt・一一ソi）　f／・’tころ砂rJl氏が　　　　　　　以　上
反射鏡屈折鏡の原理及び其優劣論よvj入り　0北海道支灘よ勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本先生！、二十目から流星槻測な始める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豫定でしナご。不幸にもこ十日ば朝から雲が空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為うづめ。わまつさへ燦に顕れば雨まで、に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらしく降るのでしナこ。それでも二人の會員
1期夜歩嚇濫です躍計畑・罫
1がやって劉まし効勤則1工魁の馳駆
　に到りまし7こ〇二十一日にも雲が去りまぜん
おまけに白い雪が一寸も降り積るのです。白
根君ご礪馬君上ぱ隅々のんで分れましナこのも
昨日の様にみりますが時々青空がみえろこビ
もありまし7こので夜の晴空な書中所って踊り
ましカ。夕方六蒔頃雲は殆ご覗界か去りまし
ナこ。全く不思議な程晴れ渡りましtこ、入聴近
くに測候所から二丁しか離れ’て居らilつTXの家
ホ、分光度謙二依ル「プリズム」角度ノ測1へ五人の同好會員がやってきまして十時零分
3：．）6 孤立同好會直上
から正しく測候所の広い屋根の上で窪厘測が始
めら．黷ﾜけこ。十時から十一蒔迄の問にに僅
か一個の牧獲があっれだけで幾分氣抜けがし
7こ様でしナこが夜の更けろに從って牧卿i多く
なりま㌧ず。二踏冠二月にマ憂し一て空ば盆i々美しく
なる許りです。三垂々すぎる頃にば東天に火
星S木星が接回しし一て出て居りましすこ。ますこ金
星（t地李線にあかく火の檬にもえて居りまし
ナこ。正三畔孚に灘渥腕？申止しまし瘡。當夜の
記鎌ばまついプ｝）1・ンでお逡り致しまし710
右簡軍にお知らd致します。　（四月二十六ll
来田勝彦）
0朝鮮支郵よ夢（大山）
　泓共、天帯同平岡（在鮮）員等ば、昨三月二
十五日午後七時3り表記拙宅に於て、第一回
二部會な開催致し、その宣言卑して
　我々に朝鮮に於ける天丈學の調査隣究rt　N
　一般民衆の天文趣味普及為以てその目的S
　す。
定いふこt［：，し、それにば先づ會員の櫓加が
フアストの仕事であるtいふやうな話が出ま
し7こ。
　晩見ながら、會ば生れ瓢まし？；ilこの上1ミ
この幼子の口に檜し生育するapうに偏におみ
tり一下まtf。
O朝鮮支部の宣言
　　　　　日立　と　人　生
　人生奄二等分すろ書夜ピ書ミになる。この
夜ご書ざた通じ、蓮命の悲喜劇准載ぜて、揺
藍から墓場迄、攣饗してゆく舞i嚢ぜなうもの
た世に名付けて地球ビいびます。でばこの地
球の概念にミ申しますt、それば甚だ貧弱乍
ら斜なる宇宙塵中の一微塵に過ぎない定日ば
ればならないのです。元來宇宙塵ヒばこの蕪
限の宇宙に浮んで居る一塵埃であるt云ふ意
味で、畢寛この直謝走云ふ無邊際の實在に箇
する時、一星辰一星宿iSいふもの・存在が如
何に微小なものであるかご云ふこ亡な説明す
るものであります。地球にして已に然｝」　s況
や地球上の厘凹毛足に於ておやです。
　青史の照し見ろ所、古筆如何なろ大帝王の
領土も、この地球から一歩も踏出すご書に出
來まぜんでL7こ。叉如何なる大族行家の足跡
ビ錐もsそれに寛にこの地球表颪上に印さ蛇
ナこ複邪なる線分の蓮績ビ云ふに過ぎまぜんで
L7こ。然る筒腐り、天丈の開拓のみi工我々に
無限の世界な供給しまけこ。それに實に丈字
通り無漫際で無霊藏でA測り知られざる疑惑
書情想亡奄我々（：與へずこのです。
　ふS仰ぎ見ろ天上界、；購にほ無限のスペ
ースビ永蓮のタイムεが握手して居ります。
瞬き交す一刹那、想ひ恩潅かに宇宙の限界葎
さすらぴ只のであります。而も永劫力ら永
…劫にかけて、限りなく、清く、美しく、氣高
く、優し．く瞬いて居ろ幾百萬の太陽の展列は
そのrっ一つが、同時にお互ひに相異れる時
代の相姿な指示して呉れるのです。
　この意味に於て、天it歴史のパノラマであ
る。過去S現在t晶質ごた二丁亡去ふ無限の
大鏡に爲し出し、均勢されナこ永蓮の一段階ぜ
して色彩の交錯9、熱力の調和Eの上に造り
上げナこ宇宙の一大パノラマであるt云へるの
です。両も星辰の移置、星宿の層化［t歴史々
物語ろ日共に地理的配合をも物語って居る。
一聞、一一ft、極めて解㌔）易き・興味あるパノ
ラマなのであります。
　然るに、一般の人々が、この興味めるパノ
ラマ奄以て、卜者の手品か、學徒の醇興位に
心得、この緬聖なる人類の恩恵者に二って、
洞察の眼な注がないt云ふのに定に不思議な
こご玉云匡ねばなりまぜん。
　想ひ為・遙かなる宇宙の限界に飛ばして、永
遠から証すご人生、月掛、自我ビいふものな考
へrs．t　v・ふ事、そt・L・［i・1it：々の生油こ最も意義
ある越味の一丁であろrl）共に又一面この位、
高街で、優准で、面白くて、萬入向きで、そ
れでtrてs學問定道樂εた兼ねすこものばなレ’
筈ですのに○
　實に天丈た度外慌して人止な云興するのに
日輪な談って自己の盲目であるこ芝か詮する
のs何等選ぷ所匿ないのです、ですから眞に
正鵠なる人生温々得んS欲ずる人に、決して
この二丈の有罪値ε有意義定た忘性まぜん。
　日月の蓮行、星辰の明滅、それば明らカに
人生の基調でありs意義あろ生活への第一歩
であります。天丈趣味の窮極ば．「天上の樂
國」に到旧するにある、その象徴自公挙であ
り、自由であり、愉樂であります。そして是
か知kJ　｝是｝悩語り、是た感ずろのば、不樗な
ろ自我な望んで止まない眞人の熱烈なる要求
でなければなしはぜん。この意味に於て・私
は、是非亡も、皆さんが天丈た研究し、是た
趣味の一牛tして、皆さん御自身の人生観に
於けろ一基調定されんこ芝か希望するもので
あります。
　　大正十五年四月
